
お
知
ら
せ

山
口
県
の
最
低
賃
金

県
内
の
工
場
や
事
務
所
に
働
く
人

た
ち
に
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
が
左

表
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

最低賃金名 日　額 時間額 効力発生の日
山口県最低賃金 5, 055円 632円 12. 10. 1

産
業
別
殼低
賃金

鉄鋼業、精製
業等最低賃金 5, 936円 742円

12. 12. 20

電気機械器具
製造業最低賃
金

5, 451円 682円

輸送用機械器

具製造最低賃金賃
5､784円 724円

百貨店最低賃
金 5, 492円 687円

わ
が
街
の
安
全
・
安

心
1
1
0
番

1
1
0
番
は
、
皆
さ
ん
の
安
全
で
平
穏

な
生
活
を
守
る
た
め
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
で
す
。

●
急
ぐ
事
件
や
事
故
は
、
気
が
ね
や

遠
慮
は
い
り
ま
せ
ん
の
で
す
ぐ
1
1
0

番
し
て
く
だ
さ
い
。

1
1
0
番
の
受
付
は
、
2
4
時
間
休
み
な

く
皆
さ
ん
か
ら
の
通
報
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す『

●
1
1
0
番
を
受
け
た
警
察
官
が
「
い
つ
、

ど
こ
で
、
何
が
･
･
･
と
順
序
よ
く

聞
き
ま
す
。
お
話
を
聞
い
て
い
る

間
に
も
パ
ト
カ
ー
は
現
場
に
向
か

っ
て
い
ま
す
の
で
、
落
ち
着
い
て

話
し
て
く
だ
さ
い
。

裁
判
所
の
国
際
交
流

最
近
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用

し

て

、
手

軽

に
外

国

の
情

報

を
手

に
入

れ

る

こ

と

が

で
き

る
よ

う

に
な

り
ま
し
た
。
外
国
と
の
距
離
が
近
く

な

っ

た
と

い
う

こ

と

が
で

き

る
で

し

ょ
う
。
裁
判
所
で
も
積
極
的
に
海
外

に
目
を
向
け
て
、
外
国
の
司
法
機
関

と

の
交

流
を
深

め
て

い
ま
す

。

外
国
で
は
、
裁
判
制
度
を
よ
り
良

い
も

の

に
す

る
た

め

に

ど

の

よ

う
な

努

力

が

さ

れ
て

い

る
の

か

…

そ

れ
を

知
る
こ
と
は
、
日
本
の
裁
判
制
度
を

改
善
す
る
上
で
、
大
変
役
立
つ
こ
と

で
す
。
そ
こ
で
、
最
高
裁
判
所
で
は
、

裁
判
官
の
ほ
か
、
裁
判
所
書
記
官
な

ど
裁
判
所
の
職
員
を
世
界
各
国
に
派

遣
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
ど
の
よ

う
に
裁
判
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
そ

の
実
情
を
調
査
し
て
い
ま
す
、

●
問
い
合
せ
　
長
門
簡
易
鉄
判
所

2
2
-
2
7
0
8

今
年
の
え
と
（
み
）
の

入
浴
札
を
配
り
ま
す

市
営
公
衆
浴
場
で
は
漫
画
家
広
中

建
次
さ
ん
、
大
寧
寺
、
湯
本
子
ど
も

会
の
協
力
に
よ
り
、
え
と
（
み
）
入

り
入
浴
札
作
り
、
元
日
正
午
か
ら

入
浴
者
先
着
1
0
0
人
に
配
り
ま
す
。

※
ハ
ガ
キ
に
よ
る
申
し
込
み
の
場
合

（
一
人
一
枚
に
限
る
）

●
応
募
方
法
　
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
人

●
期
限
　
1
／
9
（
火
）
（
必
着
）

●
申
し
込
み

〒
7
5
9
-
4
1
9
2
　
東
深

川
1
3
3
9
-
2

商
工
観
光
課
商
工
係

2
3
-
1
1
3
6

『
フ
レ
ー
フ
レ
ー
・
テ
レ
フ
ォ

ン
山
口
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

仕
事
と
家
庭
を
両
よ一
さ
せ
な
が
ら

も
っ
と
安
心
し
て
働
き
た
い
方
や
、

日
常
生
活
の
中
で
ち
ょ
っ
と
し
た
サ

ポ
ー
ト
が
ほ
し
い
方
に
、
育
児
・
介

護
・
家
事
代
行
等
の
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
地
域
の
具
体
的
な
情
報
を
電
話

に
て
無
料
提
供
し
て
い
ま
す
、
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
！

利
用
時
問
　
月
曜
～
金
曜
（
祝
祭

日
除
く
）
　
9
：
3
0
～
1
6
：
3
0

●
問
い
合
せ

財
2
1
世
紀
職
業
財
団
山
口
事
務
所

0
8
3
-
9
2
3
-
2
0
2
0

図
書
館
だ
よ
り

◆
年
始
の
休
館
日

年
始
は
4

日
（
木
）
を
開
館
準
備

作
業
と
す
る
た
め
、
4

日
ま
で
休
館

で
す
。
5

日
（
金
）
か
ら
は
通
常
ど

お
り
開
館
し
ま
す
、

◆
映
画
上
映
会

（
視
聴
覚
室
）

1
5
0
イ
ン
チ
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
よ
る

映
画
の
上
映
会
。
入
場
は
無
料
、

・
と
き
　
1
／
1
3
（
土
）
1
3
：
3
0
～

「
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー
　
1
」
（
ア
ニ
メ
）

・
と
き
　
1
／
2
7
（
土
）
1
3
：
3
0
～

「
ね
ず
み
の
さ
か
な
つ
り
」
（
ア
ニ
メ
）

◆
と
し
ょ
か
ん
お
は
な
し
の
森
（
和
室
）

・
と
き
　
1
／
1
3
（
土
）
1
5
：
0
0
～

◆
お
は
な
し
の
会
（
和
室
）

・
と
き
　
1
／
2
7
（
土
）
1
5
：
0
0
～

◆
絵
本
を
楽
し
む
会
（
和
室
）

・
と
き
　
1
／
1
8
（
木
）
1
0
：
0
0
～

◆
紙
芝
居
を
楽
し
む
会

（
和
室
）

・
と
き
　
1
／
7
（
日
）
1
4
：
0
0
～

1
／
2
1
（
日
）
1
4
：
0
0
～

◆
新
谷
図
書
紹
介
（
一
部
）

▽
鎖
（
乃
南
ア
サ
）
▽
霧
の
罠

（
澤
田
ふ
じ
子
）
▽
ゆ
き
ず
り
の

唇
（
連
城
三
紀
彦
）
▽
岬
へ
（
伊

集
院
静
）
▽
パ
ワ
ー
ウ
ー
マ
ン

（
谷
村
志
穂
）
▽
魚
が
見
た
夢

（
柳
美
里
）
▽
ト
ッ
プ
ー
レ
フ
ト

1 月の
休 館 日
1 日(月)

～ 4日(木)
8日( 月)
9 日(火)
15 日(月)
22日( 月)
29 日(月)
31 日(水)

（
黒
木
亮
）
　▽
さ
つ
き
断
景
（
重

松
清
）
▽
血
の
味
（
沢
木
耕
太
郎
）

▽
風
の
生
涯
　
土
・
下
巻
（
辻
井

喬
）
▽
日
本
国
債
　

上
・
下
巻

（
幸
田
真
音
）
▽
心
に
残
る
と
っ

て
お
き
の
話
第
8
集
（
潮
文
社
編

集
部
）
▽
（
ン
マ
ー
・
オ
ブ
・
エ

デ
ン
　（
ケ
ン
ー
フ
ォ
レ
ッ
ト
）
　▽

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ー
ザ
ー
ブ
レ
ッ
ト

（
ス
テ
イ
ー
ヅ
ン

ー
キ
ン
グ
）
　▽

奇
跡
を
信
じ
て
（
二
コ
ラ
ス
・
ス

パ
ー
ク
）
▽
男
の
器
量
（
童
門
冬

二
）
▽
こ
う
生
き
て
、
こ
う
死
に

た
い
（
津
本
陽
）
▽
図
解
わ
か
る

確
定
申
告
2
0
0
1

年
申
告
版

（
芥
川
靖
彦
）
▽
日
本
の
論
点
2

0
0
1
（
文
藝
春
秋
）
▽
マ
イ
ホ

ー
ム
か
し
こ
い
住
宅
ロ
ー
ン
の
利

用
の
し
か
た
（
西
村
俊
一
）
▽
カ

リ
ス
マ
ー
ミ
セ
ス
赤
星
恵
里
子
の

節
約
キ
ッ
チ
ン
（
赤
星
恵
里
子
）

▽
手
づ
く
り
の
お
せ
ち
（
清
水
信

子
）
▽
な
り
た
い
自
分
に
な
る
5

つ
の
レ
ッ
ス
ン
（
佐
藤
悦
八
）
ほ

か
☆
新
刊
図
書
は
毎
週
入
荷
し

て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

2
6
-
1
5
1
2
3

⑭
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